
（別紙）

自治体名

【基本情報】

フリガナ

法人名

フリガナ

事業所名

ICT機器等導入完了日

（１）モデル事業の実施以前における当該事業所のICT機器等の導入・活用状況

業務内容

支援記録の作成

職員間の情報伝達・情報共有

請求業務

勤怠管理

シフト表作成

給与業務

※「業務内容」に応じ、ICT機器等の導入・活用状況を選択してください。

　①ICT機器等を導入していない（紙のみで対応）

　②一部、ICT機器等を導入・活用している（紙とICT機器等で対応）

　③ICT機器等を導入・活用している（全てICT機器等で対応）

（２）モデル事業実施によるICT機器等の導入状況

導入目的 台　数

①作業の迅速化 3                        

①作業の迅速化 3                        

①作業の迅速化 1                        

※「ICT機器等の種別」については次の中から選択し、その種別ごとに導入目的、製品名、台数等を記載してください。

　・情報端末等・・・・①パソコン、②スマートフォン、③タブレット、④インカム

　・ソフトウェア・・・⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト、⑥勤怠管理・シフト表作成・人事給与関連業務ソフト

　・通信環境機器・・・⑦Wi－Fi・ルーター

　なお、「⑧その他」を選択した場合には、「備考欄」に、ICT機器等の種別を記載してください。

※「導入目的」については、次の中から特に該当する番号を選択してください。

　①作業の迅速化（支援記録の作成など）

　②情報の共有化（職員間の情報伝達・情報共有など）

　 　③業務の統合化（請求業務、勤怠管理、シフト表作成、給与業務など）

　④その他

　なお、「④その他」を選択した場合には、「備考欄」に、導入目的を記載してください。

（３）モデル事業を活用して改善を図った業務におけるICT機器等の導入前後の業務時間、作成文書量の状況

　①　ICT機器等導入前の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 27 人 31 件 372 件 30 分 186 時間 7 時間

②職員間の情報伝達・情報共有 27 人 15 件 180 件 20 分 60 時間 2 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

46 件 552 件 50 分 246 時間 #DIV/0!

　②　ICT機器等導入後の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 27 人 31 件 372 件 20 分 124 時間 5 時間

②職員間の情報伝達・情報共有 27 人 15 件 180 件 10 分 30 時間 1 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

46 件 552 件 30 分 154 時間 #DIV/0!

　年間業務時間数削減率（％）

37.4%

※以下のICT機器等導入前・後の作成文書量は、該当する文書がある場合に記載してください。

　③　ICT機器等導入前の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　➃　ICT機器等導入後の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　年間作成文書量削減率（％）

#DIV/0!

（４）ICT機器等の導入効果

　① 事業所におけるICT機器等導入の推進方法

　※事業所において、ICT機器等の導入をどのように進めたか（事業所内の推進体制、外部への相談など）を記載してください。

　　また、事業所にICT機器等の導入にあたり工夫した点、苦労した点がありましたら、その点も記載してください。

　②ICT機器等の導入による業務の変化（複数選択可）

　③ICT機器等の導入による業務効率化及び職員の業務負担軽減の状況

　※ICT機器等の導入により、どのような業務改善ができ、どのような業務効率化が図られたのか、また、職員の業務負担軽減にどのような効果があったのか、

　　具体的に記載してください。

　④ICT機器等の導入による業務効率化で確保できた業務時間の活用方法

（５）ICT機器等の導入による費用面での効果 　　　

無

　※ICT機器等の導入による費用の縮減が「有」の場合、以下についても回答をお願いします。

（※１）「その他職場環境の改善への充当」の内容について、具体的に記載してください。

（※２）「サービスの質の向上に係る取組への充当」の内容について、具体的に記載してください。

    職員の賃上げ等への充当

    その他職場環境の改善への充当（※１）

    サービスの質の向上に係る取組への充当（※２）

　縮減額（円）

・操作方法等を担当者が学び、職員会議で伝達する。各グループホーム住居ごとにさらに使用方法を深める。

情報端末導入による効果 ソフトウェア導入による効果

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。 ※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。

音声入力による入力時間の短縮

手書きメモによる情報伝達からタブレット画面、パソコン画面での情報共有による手書き時間の削減、ブルートゥース体温計での手書き転記不要による時間短縮

支援の好事例の学習や支援方法の検討時間の拡充

　ICT機器等の導入による費用の縮減

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

音声入力・入力確認等にかかる時間

タブレット、パソコン画面での情報閲覧時間

作成文書

作成文書量

作成文書

作成文書量

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

支援記録等、1日につき1件作成　月31件

備　考

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

支援記録等、1日につき1件作成　月31件

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

支援記録の作業時間　1件当たり30分

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

備　考業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト care palette

⑧その他 皮膚赤外線体温計サーモフレーズ Bluetooth通信機能付き赤外線体温計

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

ICT機器等の種別 製品名 備　考

③タブレット iPad

①ICT機器等を導入していない（紙中心で事務作業を行っている）

提供サービス（複数のサービスを提供している場合は、主たる１つのみ選択）

共同生活援助

職員数（常勤換算数）　【「全職員の月間勤務時間数」／「常勤職員の月間勤務時間数」にて算出（産休・育休、休職は除く）】

11.1人

令和7年3月31日

※行・列の追加は行わないでください。

ICT機器等の導入・活用状況

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

①ICT機器等を導入していない（紙中心で事務作業を行っている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

コーポヘルメス

障害福祉分野のICT導入モデル事業　事業報告書

長野県

ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝ  ｼﾝｱｲﾉｻﾄ

社会福祉法人親愛の里

ｺｰﾎﾟﾍﾙﾒｽ



（別紙）

自治体名

【基本情報】

フリガナ

法人名

フリガナ

事業所名

ICT機器等導入完了日

（１）モデル事業の実施以前における当該事業所のICT機器等の導入・活用状況

業務内容

支援記録の作成

職員間の情報伝達・情報共有

請求業務

勤怠管理

シフト表作成

給与業務

※「業務内容」に応じ、ICT機器等の導入・活用状況を選択してください。

　①ICT機器等を導入していない（紙のみで対応）

　②一部、ICT機器等を導入・活用している（紙とICT機器等で対応）

　③ICT機器等を導入・活用している（全てICT機器等で対応）

（２）モデル事業実施によるICT機器等の導入状況

導入目的 台　数

①作業の迅速化 2                        

①作業の迅速化 2                        

①作業の迅速化 1                        

※「ICT機器等の種別」については次の中から選択し、その種別ごとに導入目的、製品名、台数等を記載してください。

　・情報端末等・・・・①パソコン、②スマートフォン、③タブレット、④インカム

　・ソフトウェア・・・⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト、⑥勤怠管理・シフト表作成・人事給与関連業務ソフト

　・通信環境機器・・・⑦Wi－Fi・ルーター

　なお、「⑧その他」を選択した場合には、「備考欄」に、ICT機器等の種別を記載してください。

※「導入目的」については、次の中から特に該当する番号を選択してください。

　①作業の迅速化（支援記録の作成など）

　②情報の共有化（職員間の情報伝達・情報共有など）

　 　③業務の統合化（請求業務、勤怠管理、シフト表作成、給与業務など）

　④その他

　なお、「④その他」を選択した場合には、「備考欄」に、導入目的を記載してください。

（３）モデル事業を活用して改善を図った業務におけるICT機器等の導入前後の業務時間、作成文書量の状況

　①　ICT機器等導入前の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 9 人 60 件 720 件 7 分 84 時間 9 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

60 件 720 件 7 分 84 時間 #DIV/0!

　②　ICT機器等導入後の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 9 人 60 件 720 件 4 分 48 時間 5 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

60 件 720 件 4 分 48 時間 #DIV/0!

　年間業務時間数削減率（％）

42.9%

※以下のICT機器等導入前・後の作成文書量は、該当する文書がある場合に記載してください。

　③　ICT機器等導入前の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　➃　ICT機器等導入後の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　年間作成文書量削減率（％）

#DIV/0!

（４）ICT機器等の導入効果

　① 事業所におけるICT機器等導入の推進方法

　※事業所において、ICT機器等の導入をどのように進めたか（事業所内の推進体制、外部への相談など）を記載してください。

　　また、事業所にICT機器等の導入にあたり工夫した点、苦労した点がありましたら、その点も記載してください。

　②ICT機器等の導入による業務の変化（複数選択可）

　③ICT機器等の導入による業務効率化及び職員の業務負担軽減の状況

　※ICT機器等の導入により、どのような業務改善ができ、どのような業務効率化が図られたのか、また、職員の業務負担軽減にどのような効果があったのか、

　　具体的に記載してください。

　④ICT機器等の導入による業務効率化で確保できた業務時間の活用方法

　※ICT機器等の導入により、業務効率化で確保できた職員の業務時間について、他のどのような業務に活用できたかなど、具体的に記載してください。

（５）ICT機器等の導入による費用面での効果 　　　

有

　※ICT機器等の導入による費用の縮減が「有」の場合、以下についても回答をお願いします。

有

有

（※１）「その他職場環境の改善への充当」の内容について、具体的に記載してください。

（※２）「サービスの質の向上に係る取組への充当」の内容について、具体的に記載してください。

    職員の賃上げ等への充当

    その他職場環境の改善への充当（※１）

    サービスの質の向上に係る取組への充当（※２）

現場にネット環境があるため、情報を取り易くなった。

タブレットを使って利用者と動画や音楽を楽しむことができるようになった。

　縮減額（円）

使用方法について会議を使いレクチャー、日々手に取ることができるように現場に置く

情報端末導入による効果 ソフトウェア導入による効果

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。 ※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。

超過勤務の削減ができた。パソコンの空きを待つ時間が無くなった。事務所以外でも日誌が入力できるようになり、休憩中に入力をすることがなくなった。

休憩が時間通りとれる。終業時間やミーティングが一定になった。

　ICT機器等の導入による費用の縮減

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

バイタル情報が自動に転送されるようになり、入力が必要なくなった。

タブレット２台でも日誌の入力が可能になり、パソコンが全員使っていても待ち時間がなくなった。

タブレットの音声認識機能も使い、業務中にも入力ができるようになった。

作成文書

作成文書量

作成文書

作成文書量

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

一人の職員が３ケース作成×20日＝60件

備　考

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

一人の職員が３ケース作成×20日＝60件

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

パソコンにおいて決められた項目のケース記録を入力（バイタル、食事、日常、レクリエーションなど）

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

備　考業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト ケアパレット

⑧その他 皮膚赤外線体温計サーモフレーズ

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

ICT機器等の種別 製品名 備　考

③タブレット iPad

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

提供サービス（複数のサービスを提供している場合は、主たる１つのみ選択）

生活介護

職員数（常勤換算数）　【「全職員の月間勤務時間数」／「常勤職員の月間勤務時間数」にて算出（産休・育休、休職は除く）】

9.2人

令和7年3月31日

※行・列の追加は行わないでください。

ICT機器等の導入・活用状況

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

ほっとハート親愛

障害福祉分野のICT導入モデル事業　事業報告書

長野県

ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝ  ｼﾝｱｲﾉｻﾄ

社会福祉法人親愛の里

ﾎｯﾄﾊｰﾄｼﾝｱｲ



（別紙）

自治体名

【基本情報】

フリガナ

法人名

フリガナ

事業所名

ICT機器等導入完了日

（１）モデル事業の実施以前における当該事業所のICT機器等の導入・活用状況

業務内容

支援記録の作成

職員間の情報伝達・情報共有

請求業務

勤怠管理

シフト表作成

給与業務

※「業務内容」に応じ、ICT機器等の導入・活用状況を選択してください。

　①ICT機器等を導入していない（紙のみで対応）

　②一部、ICT機器等を導入・活用している（紙とICT機器等で対応）

　③ICT機器等を導入・活用している（全てICT機器等で対応）

（２）モデル事業実施によるICT機器等の導入状況

導入目的 台　数

①作業の迅速化 3                        

①作業の迅速化 3                        

①作業の迅速化 2                        

※「ICT機器等の種別」については次の中から選択し、その種別ごとに導入目的、製品名、台数等を記載してください。

　・情報端末等・・・・①パソコン、②スマートフォン、③タブレット、④インカム

　・ソフトウェア・・・⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト、⑥勤怠管理・シフト表作成・人事給与関連業務ソフト

　・通信環境機器・・・⑦Wi－Fi・ルーター

　なお、「⑧その他」を選択した場合には、「備考欄」に、ICT機器等の種別を記載してください。

※「導入目的」については、次の中から特に該当する番号を選択してください。

　①作業の迅速化（支援記録の作成など）

　②情報の共有化（職員間の情報伝達・情報共有など）

　 　③業務の統合化（請求業務、勤怠管理、シフト表作成、給与業務など）

　④その他

　なお、「④その他」を選択した場合には、「備考欄」に、導入目的を記載してください。

（３）モデル事業を活用して改善を図った業務におけるICT機器等の導入前後の業務時間、作成文書量の状況

　①　ICT機器等導入前の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 10 人 720 件 8,640 件 10 分 1,440 時間 144 時間

③請求業務 4 人 720 件 8,640 件 5 分 720 時間 180 時間

⑦その他 10 人 720 件 8,640 件 2 分 288 時間 29 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

2,160 件 25,920 件 17 分 2,448 時間 #DIV/0!

　②　ICT機器等導入後の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 10 人 720 件 8,640 件 6 分 864 時間 86 時間

③請求業務 4 人 720 件 8,640 件 3 分 432 時間 108 時間

⑦その他 10 人 720 件 8,640 件 1 分 144 時間 14 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

2,160 件 25,920 件 10 分 1,440 時間 #DIV/0!

　年間業務時間数削減率（％）

41.2%

※以下のICT機器等導入前・後の作成文書量は、該当する文書がある場合に記載してください。

　③　ICT機器等導入前の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　➃　ICT機器等導入後の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　年間作成文書量削減率（％）

#DIV/0!

（４）ICT機器等の導入効果

　① 事業所におけるICT機器等導入の推進方法

　※事業所において、ICT機器等の導入をどのように進めたか（事業所内の推進体制、外部への相談など）を記載してください。

　　また、事業所にICT機器等の導入にあたり工夫した点、苦労した点がありましたら、その点も記載してください。

　②ICT機器等の導入による業務の変化（複数選択可）

　③ICT機器等の導入による業務効率化及び職員の業務負担軽減の状況

　※ICT機器等の導入により、どのような業務改善ができ、どのような業務効率化が図られたのか、また、職員の業務負担軽減にどのような効果があったのか、

　　具体的に記載してください。

　④ICT機器等の導入による業務効率化で確保できた業務時間の活用方法

　※ICT機器等の導入により、業務効率化で確保できた職員の業務時間について、他のどのような業務に活用できたかなど、具体的に記載してください。

（５）ICT機器等の導入による費用面での効果 　　　

無

　※ICT機器等の導入による費用の縮減が「有」の場合、以下についても回答をお願いします。

（※１）「その他職場環境の改善への充当」の内容について、具体的に記載してください。

（※２）「サービスの質の向上に係る取組への充当」の内容について、具体的に記載してください。

    職員の賃上げ等への充当

    その他職場環境の改善への充当（※１）

    サービスの質の向上に係る取組への充当（※２）

　縮減額（円）

・説明会を経て職員へ周知

・一から設定をしなければならないのは大変であった。IC機器に不慣れで苦手意識を持っている職員がいるので時間がかかった

情報端末導入による効果 ソフトウェア導入による効果

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。 ※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。

・複数の機器で一気に記録ができる、またいつでも確認ができるので業務時間の効率化と情報共有のしやすさが図られた

・1度打ち込みをすれば、業務日誌・ケース記録・工賃計算の試算元等幅広い用途で役立つのでロスが少ない

・ミーティングや会議など職員同士のコミュニケーションをとる時間や情報共有を図る時間としている

　ICT機器等の導入による費用の縮減

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

打ち込みや記載・確認等にかかる時間

作成文書

作成文書量

作成文書

作成文書量

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

１日の平均利用者数×1か月の営業日

備　考

バイタルチェック表

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

１日の平均利用者数×1か月の営業日

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

打ち込みや記載・確認等にかかる時間

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

備　考

バイタルチェック表

業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト care palette

⑧その他 皮膚赤外線体温計サーモフレーズ Bluetooth通信機能付き赤外線体温計

①ICT機器等を導入していない（紙中心で事務作業を行っている）

ICT機器等の種別 製品名 備　考

③タブレット iPad

①ICT機器等を導入していない（紙中心で事務作業を行っている）

提供サービス（複数のサービスを提供している場合は、主たる１つのみ選択）

就労継続支援B型

職員数（常勤換算数）　【「全職員の月間勤務時間数」／「常勤職員の月間勤務時間数」にて算出（産休・育休、休職は除く）】

8.7人

令和7年3月31日

※行・列の追加は行わないでください。

ICT機器等の導入・活用状況

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

①ICT機器等を導入していない（紙中心で事務作業を行っている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

①ICT機器等を導入していない（紙中心で事務作業を行っている）

親愛の里紙ふうせん

障害福祉分野のICT導入モデル事業　事業報告書

長野県

ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝｼﾝｱｲﾉｻﾄ

社会福祉法人親愛の里

ｼﾝｱｲﾉｻﾄｶﾐﾌｳｾﾝ



（別紙）

自治体名

【基本情報】

フリガナ

法人名

フリガナ

事業所名

ICT機器等導入完了日

（１）モデル事業の実施以前における当該事業所のICT機器等の導入・活用状況

業務内容

支援記録の作成

職員間の情報伝達・情報共有

請求業務

勤怠管理

シフト表作成

給与業務

※「業務内容」に応じ、ICT機器等の導入・活用状況を選択してください。

　①ICT機器等を導入していない（紙のみで対応）

　②一部、ICT機器等を導入・活用している（紙とICT機器等で対応）

　③ICT機器等を導入・活用している（全てICT機器等で対応）

（２）モデル事業実施によるICT機器等の導入状況

導入目的 台　数

①作業の迅速化 4                        

①作業の迅速化 4                        

①作業の迅速化 1                        

※「ICT機器等の種別」については次の中から選択し、その種別ごとに導入目的、製品名、台数等を記載してください。

　・情報端末等・・・・①パソコン、②スマートフォン、③タブレット、④インカム

　・ソフトウェア・・・⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト、⑥勤怠管理・シフト表作成・人事給与関連業務ソフト

　・通信環境機器・・・⑦Wi－Fi・ルーター

　なお、「⑧その他」を選択した場合には、「備考欄」に、ICT機器等の種別を記載してください。

※「導入目的」については、次の中から特に該当する番号を選択してください。

　①作業の迅速化（支援記録の作成など）

　②情報の共有化（職員間の情報伝達・情報共有など）

　 　③業務の統合化（請求業務、勤怠管理、シフト表作成、給与業務など）

　④その他

　なお、「④その他」を選択した場合には、「備考欄」に、導入目的を記載してください。

（３）モデル事業を活用して改善を図った業務におけるICT機器等の導入前後の業務時間、作成文書量の状況

　①　ICT機器等導入前の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 35 人 62 件 744 件 200 分 2,480 時間 71 時間

②職員間の情報伝達・情報共有 42 人 62 件 744 件 15 分 186 時間 4 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

124 件 1,488 件 215 分 2,666 時間 #DIV/0!

　②　ICT機器等導入後の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 35 人 62 件 744 件 133 分 1,649 時間 47 時間

②職員間の情報伝達・情報共有 42 人 62 件 744 件 10 分 124 時間 3 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

124 件 1,488 件 143 分 1,773 時間 #DIV/0!

　年間業務時間数削減率（％）

33.5%

※以下のICT機器等導入前・後の作成文書量は、該当する文書がある場合に記載してください。

　③　ICT機器等導入前の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　➃　ICT機器等導入後の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　年間作成文書量削減率（％）

#DIV/0!

（４）ICT機器等の導入効果

　① 事業所におけるICT機器等導入の推進方法

　※事業所において、ICT機器等の導入をどのように進めたか（事業所内の推進体制、外部への相談など）を記載してください。

　　また、事業所にICT機器等の導入にあたり工夫した点、苦労した点がありましたら、その点も記載してください。

　②ICT機器等の導入による業務の変化（複数選択可）

　③ICT機器等の導入による業務効率化及び職員の業務負担軽減の状況

　※ICT機器等の導入により、どのような業務改善ができ、どのような業務効率化が図られたのか、また、職員の業務負担軽減にどのような効果があったのか、

　　具体的に記載してください。

　④ICT機器等の導入による業務効率化で確保できた業務時間の活用方法

　※ICT機器等の導入により、業務効率化で確保できた職員の業務時間について、他のどのような業務に活用できたかなど、具体的に記載してください。

（５）ICT機器等の導入による費用面での効果 　　　

無

　※ICT機器等の導入による費用の縮減が「有」の場合、以下についても回答をお願いします。

（※１）「その他職場環境の改善への充当」の内容について、具体的に記載してください。

（※２）「サービスの質の向上に係る取組への充当」の内容について、具体的に記載してください。

    職員の賃上げ等への充当

    その他職場環境の改善への充当（※１）

    サービスの質の向上に係る取組への充当（※２）

　縮減額（円）

交代勤務の事業所であるため全員が集まる機会が持てず、推進に苦労した。グループ会議などの場面で職員が実際に触る機会を作り、浸透させた。

タブレットは携帯電話に近い使用感があり、浸透は早かった。

事業所では既に　記録用防犯カメラ、インカム、ワイヤレスコールシステムを導入しており、併せて活用している。

情報端末導入による効果 ソフトウェア導入による効果

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。 ※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。

見守り支援中に現場で記録を打つことができるようになった。

タブレット導入により、パソコンが設置されている事務室だけでなく、現場での見守り支援中に記録を入力できるようになった。このため、記録入力時間を別途設けないでよくなった。また音声

入力によって入力時間が短縮された。さらに、パソコンの空きを待つ時間が無くなり、職員の心理的負担が減った。

見守り支援中に記録入力ができるため、利用者の見守り人数を複数名確保することができ、安全を担保できるようになった。

　ICT機器等の導入による費用の縮減

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

日勤帯、夜勤帯　それぞれの日誌作成時間の平均

ご利用者1人当たりにつき3.3分の作成時間×日誌に特記事項が記載される人数の平均（毎回20名）×1日2回

作成文書

作成文書量

作成文書

作成文書量

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

①1か月31日×1日2回

②1か月31日×1日2回（朝夕引継ぎ時間・出勤時のデータ確認時間）

備　考

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

①1か月31日×1日2回

②1か月31日×1日2回（朝夕引継ぎ時間・出勤時のデータ確認時間）

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

日勤帯、夜勤帯　それぞれの日誌作成時間の平均

ご利用者1人当たりにつき5分の作成時間×日誌に特記事項が記載される人数の平均（毎回20名）×1日2回

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

備　考業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト care palette

⑧その他 皮膚赤外線体温計サーモフレーズ Bluetooth通信機能付き赤外線体温計

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

ICT機器等の種別 製品名 備　考

③タブレット iPad

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

提供サービス（複数のサービスを提供している場合は、主たる１つのみ選択）

施設入所支援

職員数（常勤換算数）　【「全職員の月間勤務時間数」／「常勤職員の月間勤務時間数」にて算出（産休・育休、休職は除く）】

42.0人

　令和　7　年　3　月　31　日

※行・列の追加は行わないでください。

ICT機器等の導入・活用状況

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

親愛の里松川

障害福祉分野のICT導入モデル事業　事業報告書

長野県

ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝ ｼﾝｱｲﾉｻﾄ

社会福祉法人　親愛の里

ｼﾝｱｲﾉｻﾄﾏﾂｶﾜ



（別紙）

自治体名

【基本情報】

フリガナ

法人名

フリガナ

事業所名

ICT機器等導入完了日

（１）モデル事業の実施以前における当該事業所のICT機器等の導入・活用状況

業務内容

支援記録の作成

職員間の情報伝達・情報共有

請求業務

勤怠管理

シフト表作成

給与業務

※「業務内容」に応じ、ICT機器等の導入・活用状況を選択してください。

　①ICT機器等を導入していない（紙のみで対応）

　②一部、ICT機器等を導入・活用している（紙とICT機器等で対応）

　③ICT機器等を導入・活用している（全てICT機器等で対応）

（２）モデル事業実施によるICT機器等の導入状況

導入目的 台　数

①作業の迅速化 2                        

①作業の迅速化 2                        

①作業の迅速化 1                        

※「ICT機器等の種別」については次の中から選択し、その種別ごとに導入目的、製品名、台数等を記載してください。

　・情報端末等・・・・①パソコン、②スマートフォン、③タブレット、④インカム

　・ソフトウェア・・・⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト、⑥勤怠管理・シフト表作成・人事給与関連業務ソフト

　・通信環境機器・・・⑦Wi－Fi・ルーター

　なお、「⑧その他」を選択した場合には、「備考欄」に、ICT機器等の種別を記載してください。

※「導入目的」については、次の中から特に該当する番号を選択してください。

　①作業の迅速化（支援記録の作成など）

　②情報の共有化（職員間の情報伝達・情報共有など）

　 　③業務の統合化（請求業務、勤怠管理、シフト表作成、給与業務など）

　④その他

　なお、「④その他」を選択した場合には、「備考欄」に、導入目的を記載してください。

（３）モデル事業を活用して改善を図った業務におけるICT機器等の導入前後の業務時間、作成文書量の状況

　①　ICT機器等導入前の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 9 人 300 件 3,600 件 10 分 600 時間 67 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

300 件 3,600 件 10 分 600 時間 #DIV/0!

　②　ICT機器等導入後の業務時間内訳

A.ひと月当たり

発生件数

B.年間発生件数

（A×12）

①支援記録の作成 9 人 300 件 3,600 件 5 分 300 時間 33 時間

②職員間の情報伝達・情報共有 9 人 200 件 2,400 件 2 分 80 時間 9 時間

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

0 件 0 時間 #DIV/0!

500 件 6,000 件 7 分 380 時間 #DIV/0!

　年間業務時間数削減率（％）

36.7%

※以下のICT機器等導入前・後の作成文書量は、該当する文書がある場合に記載してください。

　③　ICT機器等導入前の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　➃　ICT機器等導入後の作成文書量

A.ひと月当たり
B.年間作成文書量

（A×12）

0 ページ

0 ページ

0 ページ

0 ページ 0 ページ

　年間作成文書量削減率（％）

#DIV/0!

（４）ICT機器等の導入効果

　① 事業所におけるICT機器等導入の推進方法

　※事業所において、ICT機器等の導入をどのように進めたか（事業所内の推進体制、外部への相談など）を記載してください。

　　また、事業所にICT機器等の導入にあたり工夫した点、苦労した点がありましたら、その点も記載してください。

　②ICT機器等の導入による業務の変化（複数選択可）

　③ICT機器等の導入による業務効率化及び職員の業務負担軽減の状況

　※ICT機器等の導入により、どのような業務改善ができ、どのような業務効率化が図られたのか、また、職員の業務負担軽減にどのような効果があったのか、

　　具体的に記載してください。

　④ICT機器等の導入による業務効率化で確保できた業務時間の活用方法

　※ICT機器等の導入により、業務効率化で確保できた職員の業務時間について、他のどのような業務に活用できたかなど、具体的に記載してください。

（５）ICT機器等の導入による費用面での効果 　　　

無

　※ICT機器等の導入による費用の縮減が「有」の場合、以下についても回答をお願いします。

（※１）「その他職場環境の改善への充当」の内容について、具体的に記載してください。

（※２）「サービスの質の向上に係る取組への充当」の内容について、具体的に記載してください。

    職員の賃上げ等への充当

    その他職場環境の改善への充当（※１）

    サービスの質の向上に係る取組への充当（※２）

　縮減額（円）

使用方法について２名の職員が説明を受け、会議で説明後に実際の業務内で使用できるように進めている。

法人内の事業所へ使用方法などについて情報の共有をしている。

情報端末導入による効果 ソフトウェア導入による効果

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。 ※「その他の効果があった」を選択した場合には、その内容を記載してください。

持ち運びできるタブレット導入により、支援しながら利用者の状況確認、バイタル入力ができるようになり、これまでの随時パソコン入力する手間が省力化でき効率化した。

利用者の受け入れ、送り出しの際にモバイルタブレットを使用することで保護者への利用者の状況伝達漏れが少なくなり、職員の心理的負担が減った。

利用者・保護者・関係機関への事業所活動の紹介リーフレットの作成、事業所外の地域での活動支援の充実

　ICT機器等の導入による費用の縮減

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

パソコンやタブレットへの入力。タブレットの導入で複数人が作業できるようになった。

作成文書

作成文書量

作成文書

作成文書量

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

①一日当たりの利用者数の平均１５人×開所日平均２０日

②一日当たりの利用者の中で体調や申し送り必要者１０名×開所日平均２０日

備　考

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

以下の※１及び※２については、ICT機器等導入前の実際の業務状況に即した算出をお願いします。

①一日当たりの利用者数の平均１５人×開所日平均２０日

＜※２＞C．１件当たりの平均処理時間の算出方法

パソコンや紙媒体へ決められた項目や利用者の様子について入力(体温・バイタル・日常・レクリエーション等)

＜※１＞A．ひと月当たり発生件数の算出方法

１人あたり

業務時間

（D／業務従事者数）

備　考業務内容 業務従事者数

発生件数
C. 1件当たりの

平均処理時間

年間業務時間

D（B×C）

※「具体的な業務内容」については、①支援記録の作成、②職員間の情報伝達・情報共有、③請求業務、④勤怠管理、⑤シフト表作成、⑥給与業務、⑦その他から選択してください。

　なお、「その他」を選択した場合には、「備考欄」に、業務内容を記載してください。

⑤記録・情報共有・請求関連業務ソフト care palette

⑧その他 皮膚赤外線体温計サーモフレーズ Bluetooth通信機能付き赤外線体温計

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

ICT機器等の種別 製品名 備　考

③タブレット iPad

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

提供サービス（複数のサービスを提供している場合は、主たる１つのみ選択）

生活介護

職員数（常勤換算数）　【「全職員の月間勤務時間数」／「常勤職員の月間勤務時間数」にて算出（産休・育休、休職は除く）】

8.1人

　令和　7　年　3　月　26　日

※行・列の追加は行わないでください。

ICT機器等の導入・活用状況

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

②一部、ICT機器等を導入している（紙とICT機器等の両方で事務作業を行っている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

③ICT機器等を導入している（多くの事務作業が電子化されている）

親愛の里　夢工房

障害福祉分野のICT導入モデル事業　事業報告書

長野県

シャカイフクシホウジン シンアイノサト

社会福祉法人　親愛の里

シンアイノサト　ユメコウボウ


